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No, 1 | 2
ECU 89600 |TGS80
88112 88112 |T3GRO
88113 88113 |T3GRO
88114 88114 |T3GRO
88115 88115 | T3GRO
88116 88116 |T3GRO
17110 No.1 17110 |T3GRO
BC820 M8Xx1.25x20 91176 (08020
BC825 M8x1.25x25 91176 (08025
NL8O01 M8x1.25 91199 (08015
17115 17115 |T3GRO
BF815 M8x1.25x15 91189 (08015
17156 17156 |T3GRO
17121 No.2 17121 |T3GRO
BC515 M5x0.8x15 91176 (05015
17125 ¢ 80 17125 |T3GRO
17124 17124 |T3GRO
17128 @ 8*400mm|17128 |T3GRO
18129 @ 9*500mm 18129 |T3GRO
18128 18128 |T3GRO
13601 |sC 13601 |T3GRO
13619 |sC 13619 |T3GRO
WPB25  |SC M12 91256 (12025
BFS20  |sC M8x1.25x20 91189 (08020
82217 82217 |T3GRO
17155 970 17155 |T3GRO
17154 17154 |T3GRO
17160 17160 |T3GRO
17164 17164 |T3GRO




No, 1 1 2
BC618 M6x1.0x18 91176 {06018
17165 17165 |T3GRO
BF815 M8x1.25x15 91189 |08015
17193 17193 |T3GRO
BC618 M6x1.0x18 91176 {06018
17190 17190 |T3GRO
17223 17223 |T3GRO
17195 17195 |T3GRO
17196 17196 |T3GRO
BC512 M5x0.8x12 91176 |05012
17176 17176 (31020
BC625 M6x1.0x25 91176 106025
BC665 M6x1.0x65 91176 {06065
BC675 M6x1.0x75 91176 |06075
BC665 M6x1.0x65 91176 {06065
17197 17197 |T3GRO
17198 17198 |T3GRO
BF815 M8x1.25x15 91189 (08015
17222 17222 |T3GRO
BF820 M8x1.25x20 91189 |08020
17225 17225 |T3GRO
BF615 M6x1.0x15 91189 |06015
11221 11221 |T3GRO
BF615 M6x1.0x15 91189 |06015
11223 11223 |T3GRO
BF615 M6x1.0x15 91189 |06015
16571 16571 |T3GRO
13504 [0] 13504 |T3GRO
BF820 M8x1.25x20 91189 |08020
WP816 ®8 91256 |08016
16361 1000mm 16361 |T3GRO
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	ご確認ください
	事前に準備いただくもの
	はじめに
	適応車種
	ご使用時の注意事項
	エンジンＥＣＵについて
	保証について
	
	
	
	
	
	本製品について製造上の不具合が発生した場合、下記の期間と条件に従ってこれを無償修理（保証修理）いたします。保証修理は部品の�





	保証期間
	保証の受け方
	保証をしない事項
	本書に添付されている保証書に販売店押印、装着時走行距離および購入日の記載のない場合、または字句を書き換えられた場合
	保証書の提示がない場合
	使用損耗あるいは経年変化による劣化など、製造上の不具合と認められない場合
	登録後４年を経過した車両または走行距離が５００００Ｋｍ超えるエンジンに装着した場合
	輸送中の不具合
	レース・ラリー等通常の使用状態と異なる使用方法による破損・不具合
	指定のガソリン（無鉛ハイオク）以外のガソリンおよび粗悪ガソリン等の使用による不具合
	エンジンオイル・ＡＴＦオイルのメンテナンス不良に起因する不具合�（推奨メンテナンス；エンジンオイル＂
	地震、台風、水害等の天災並びに事故、火災によるもの。また薬品、融雪剤、塩害、飛石等の外部要因によるもの
	消耗品（Ｖベルト、ゴムホース類、ガスケット等）の破損・不具合
	本書に指示のある調整以外の調整をおこなった場合（例、規定以上にブーストを上げた場合など）、また、純正およびトムス指定以外の吸�
	取り付け作業時や分解時のまちがい、不備
	機能上影響ない「感覚的現象」および本製品特有の現象
	コンプレッサーの過給音等（過給時キーン音、クラッチ断続時のカチャッ音など）
	機能上差し支えないオイルにじみ
	本製品が主原因でない振動・ハーシュネス


	保証対象外費用
	自動車を使用できなかったことによる不便さおよび損失等（電話代、レンタカー代、宿泊費、休業補償、営業損失等）
	脱着工賃


	構成部品表
	構成部品図
	取り付け
	純正部品はずし
	エンジンルームサイドカバーＲ／Ｌはずし
	バッテリー端子はずし
	エンジンＥＣＵはずし
	ボルト３本をはずし、エンジンＥＣＵボックスカバーをはずす
	薄刃マイナスドライバーを使用して、ツメのかん合2箇所をはずし、コネクタホルダNo.4を切り離す（左図参照！
	コネクター6個をエンジンコントロールコンピュータから切り離す
	ナット２個をはずしエンジンＥＣＵをはずす

	Ｖバンクカバーはずし
	V-バンクカバーの後端を持ち上げ、車両後方側のクリップをはずす
	車両前方側のナット2箇所をはずし、V-バンクカバーを取りはずす
	
	前後同時に引き上げると破損する恐れがある



	エアクリーナーボックス・インテークパイプ・クールエアインテークダクト・エアクリーナーインレットＮＯ
	フューエルベーパフィードホースNo.2をエアクリーナーホースから切り離す。
	エアフロメータのコネクターおよびベンチレーションホースNo.2を切り離す
	ユニオユニオンツウチェックバルブホースをエアクリーナーホースのクランプ部から切り離す
	ボルト2本およびクランプをはずし、エアクリーナーASSY　W/ホースを取りはずす
	キャニスターＶＳＶをエアクリーナーホースからはずす
	ブラケットからＶＳＶをはずす（スクリュー再使用）

	冷却水抜き取り
	ラジエターインレットホース・アウトレットホースはずし
	ブレーキブースターホース切り離し（エンジン側をきりはなす）
	ブローバイホースＲ／Ｌはずし
	エンジンアンダーカバーおよびアンダーカバーリヤＲ／Ｌはずし
	フロントスタビライザーブラケットはずし
	ボルト４本をはずし、フロントスタビライザーブラケットNo.2 Ｒ／Ｌをフロントサスペンションクロスメ�

	スロットルボディはずし
	コネクターをスロットルボディASSYから切り離す
	ボルト4本をはずし、スロットルボディASSYをインテークエアサージタンクから切り離す
	クランプ2個をずらし、ウォーターバイパスホースNo.1およびウォーターバイパスホースNo.2をスロット〃
	Ｎｏ，１ホース（後ろ側）はホース自体をはずす（再使用しない）

	スロットルボディガスケットをインテークエアサージタンクから取りはずす

	インテークエアサージタンクはずし
	バキュームホースをインテークエアサージタンクから切り離す
	ボルトをはずし、バキュームスイッチングバルブASSY　No.1をインテークエアサージタンクから切り離す
	ワイヤハーネスおよびホースをインテークエアサージタンクから切り離す
	クリップをずらし、ベンチレーションホースをインテークエアサージタンクから切り離す
	ボルトをはずし、ウォーターバイパスパイプNo.3を切り離す
	ボルトをはずし、サージタンクステーをインテークエアサージタンクから切り離す
	サージタンクステーのヘッド側ボルトをゆるめておく（サージタンク取り付けの際、干渉させないため）
	フロントおよびサイドのブラケットをはずす
	ソケットヘキサゴンレンチ\(5mm\)を使用してボルトおよびナット２個をはずし、インテークエアサージ�
	インテークマニホールドのスタッドボルト２本をはずす
	トルクスソケットを使用するか、ナット２個でスタッドボルトを固定してはずす


	ラジエター／クーリングファンはずし
	クリップをラジエータサポートUPRから切り離す
	ボルト3本をはずし、ボンネット\(フード\)ロックASSYをラジエータサポートUPRから切り離す
	
	ボンネット\(フード\)ロックコントロールケーブルは途中で急激に曲げない


	ワイヤハーネスクランプおよびコネクターを切り離す
	ボルト5本をはずし、ラジエータサポートUPRを取りはずす
	上側のボルト２本をはずし下側のボルトをゆるめ、クーラーコンデンサーASSYをラジエータASSYから切り離す
	下側ボルトはゆるめるだけではずさない
	�

	エンジンルームECUアウトレットダクトをエンジンルームECUボックスから取りはずす
	ラジエターASSYをクーリングファンASSYと一体で車両から取りはずす。
	
	クーラーコンデンサーASSYとラジエターＡＳＳＹを干渉させない
	クーラーコンデンサーが傷つかないように保護をする



	オイルプレッシャーセンサーハーネスはずし
	ボルトをはずし、ワイヤリングハーネスクランプブラケット２個を取りはずす（脱着部品図２参照）

	アース線はずし
	ボルト１本をはずしエンジンブロックＲＨサイドのアース線をはずす
	サイドフロアメンバーのクリップをはずし、アース線をはずす


	コンプレッサーＡＳＳＹ取付け
	オイルプレッシャーセンサーハーネスブラケット交換
	上記［１］－１６ではずしたブラケットの場所に88112ハーネスブラケットＮｏ，１および88113ハーネ。
	ハーネスをブラケットに取り付ける

	ウォーターホースカット
	エンジンカバーＮｏ，２をはずす（再使用しない）
	左図を参照してウォーターホース２本をカットし、取り付け直す
	①部を２０ｍｍカットする。保護チューブはずらしてつける
	②部を３０ｍｍカットする。保護チューブをはずす
	バンドは再使用する


	コンプレッサー取り付け
	アッセンブリーになっているコンプレッサーのボルトが確実に締まっているか確認する
	
	各ボルトの締め付けトルクは構成部品図２参照

	13615アッパーステーのボルト・ナットはゆるめておく

	オイルパン取り付けボルト２本と、ナット１個をはずす（はずす位置は左下図参照）
	エンジンルーム下側からコンプレッサーＡＳＳＹを持ち上げ、13617ロアブラケット、コンプレッサーをBC�
	
	締付けトルク　構成部品図２参照
	クーラーコンデンサーを傷つけないように注意する


	上記１－2\)のアッパーサポートをBF820ボルト２本でエンジンブロックに取り付ける
	
	締付けトルク　構成部品図２参照


	17151アウトレットポートの取り付けボルトBC620キャップボルト１本をはずし、アース線を共締めする（崜
	
	締付けトルク　構成部品図２参照


	コンプレッサーのクラッチ用ハーネスのコネクターに、82217マグネットクラッチハーネスのコネクターを取。
	ハーネスはエンジン上方に出しておく


	プーリー、ベルト取り付け
	13507アイドルプーリー取り付けボルトBC045を規定トルクで一度締め付け、１回転ほどゆるめる
	アイドルプーリーの位置を最下端にしておく
	ウォーターポンププーリーのボルト4本をはずす
	純正ベルトを張ったままトルクをかけてはずす

	16361ベルトをスーパーチャージャーとアイドルプーリーにかける
	13504ドライブプーリーに16361ベルトをかけ、ウォーターポンプの中央の突起にプーリーを引っ張りながらかける
	プーリーとベルトの溝があっていないとベルトが取り付けにくいので注意する

	BF820ボルト４本とWP816ワッシャー４個でウォーターポンププーリーと共締めする
	
	締付けトルク　構成部品図２参照


	13506シャフトを反時計方向に回し張りを調整する
	
	ベルトを張る際BC045ボルトを１回転以上ゆるめないこと（ネジ山破損のおそれがある）

	BC045ボルトをレンチで押さえて、六角部をモンキーレンチ（対角３２ｍｍ）などで回しながら張りを調整する
	ベルト張り参考値　13501ブラケットの合わせマークに13505シャフトベースのマークを合わせる（左図参�
	装着後の走行時に高回転域ですべるようであれば張りを強くする。ただし強く張りすぎると純正のベルトがアイドル等で滑る（キュッキュッ霃
	締付けトルク　構成部品図２参照
	ウォーターホースとベルトが干渉しないこと（すきまが１０ｍｍ以上あること）
	クラッチハーネスが干渉しないこと



	サージタンク取り付け
	
	
	以下５－1\)，2\)の作業はインタークーラーを同時装着する場合は不要です（インタークーラーなし車両の


	17197ホールプラグ２個をサージタンクの内側から取り付け、17223Ｃリングで外側から固定する
	Ｏリング部にラバーグリスを塗布する

	17196Ｏリング、サージタンクカバーをタンクに取り付け、17195サージタンクカバーをBC512ボ�
	トムスマークを前側にする
	ボルト均等に締め付ける
	Ｏリングがはみ出さないように注意する
	締付けトルク　構成部品図１参照


	17193スペーサー、サージタンクにガスケットを取り付ける
	
	ガスケットがはみ出さないように注意する


	スペーサー、サージタンクをBC618ボルト×２本でマニホールドに取り付ける（前ページ図参照）
	
	締付けトルク　構成部品図１参照


	ＬＨバンクのイグニッションコイル３番および４番用のコネクタークランプをはずし、コネクター自体をハーネスから�
	クランプのない車両は作業不要

	17190サージタンクＡＳＳＹにガスケット取り付け、スペーサーに取り付ける（左図参照）
	使用ボルト：BC675ボルト×２
	BC665ボルト×５
	BC625ボルト×４
	締付けトルク　構成部品図１参照
	ボルト・ナットは均等に締め付ける
	ガスケットは新品を使用する
	ガスケットのはみ出しに十分注意する

	上記3\)ではずしたコネクターは、サージタンクとヘッドカバーのすきまに入れるようにする

	17222ステー、サージタンクＮｏ，３をBF820ボルト×２本と、前述［１］－１４－6\�
	
	締付けトルク　構成部品図１／脱着部品図参照


	前述［１］－１４－7\)でゆるめたボルトを締め付ける
	
	締付けトルク　脱着部品図参照


	17198ステー、サージタンクＮｏ，１をBF815ボルト×１本と前述〔１〕－１４―8\)で
	
	締付けトルク　構成部品図／脱着部品図参照


	17225ヒーターパイプステーをBF615ボルト×２本で取り付ける（構成部品図１参照）
	
	締付けトルク　構成部品図１参照


	ヒーターパイプをはずしたボルトで上記ステーに取り付ける（前述［１］－１４－5）参照）
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